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バイオ炭の農地施用による

J-クレジット創出の取り組み
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会社紹介
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会社概要
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愛知県名古屋市

愛知県刈谷市

愛知県豊橋市

岩手県気仙郡

群馬県沼田市（建設中）

福岡県田川市（建設中）

タイ サラブリ（建設中）

東京都大手町

会社名

従業員数 (役員含む)

資本金

設立

本社・研究拠点

研究農園

量産プラント

東京拠点（非登記）

102名（内パート等46名）

100,000,000円（2023年9月現在）

2020年2月27日

株式会社TOWING
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TOWINGの技術

4

3 4 521

✓ 食料システム由来のGHG排出を低減

高機能バイオ炭「宙炭（そらたん）」

✓ 土壌の健康（ソイルヘルス）の向上

✓ 地域資源を活用し、有限な資材を代替

迅速な

土づくり

循環資材での

収穫量増加

土壌関連の

病気抑制

廃棄物の

アップサイクル

1haに10t-CO2の炭

素固定が可能、pHの

上昇リスクにも対応

炭素固定

未利用バイオマスをバ

イオ炭としてアップサ

イクル可能

土壌関連の特定の病気

に関して、抑制効果を

確認

慣行栽培と比較して

も収穫量が

10~70%向上

1カ月で循環型栽培

に向けた土づくりを

完了できる
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土壌微生物の培養技術
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アンモニア態
窒素

硝酸態
窒素

養分１ 養分２

有機肥料 作物

アンモニア
化成菌群

硝化菌群

日本酒の発酵技法を応用し、“土壌微生物菌群”を意図的にバイオ炭の中に再現
・菌叢を最適なバランスで調整 →有機肥料を高効率に硝酸態窒素に変換
・副次的な機能を持つ菌を混合培養 →温室効果ガス分解・固定、バイオ炭のpH中性化 など

吸収変換変換

有機肥料の分解プロセス

高機能バイオ炭

複数の菌種を同時に、
かつ淘汰が起こらないよう
バランスよく培養
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事業モデル
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宙炭導入
土づくりソリューション

宙炭製造による
アップサイクルソリューション

GHG削減・作物販売
ソリューション

バイオマス廃棄拠点
宙炭プラント

（自社・他社委託） 宙炭ユーザー 企業

未利用
バイオマス

導入
コンサル

プラント販売
運用支援

宙炭買取り 宙炭販売
カーボン
クレジット

販売
作物販売

宙炭
カーボンクレジット

作物

産廃業者・農業現場（畜産/JA）・食品工場 農家 企業
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土づくり期間短縮の事例：新規圃場整備において1作目から完全有機にて生産開始
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1haの圃場整備に対し宙炭を活用（完全有機栽培）。生産者の経験では農場立ち上げから数作は収穫できないと
覚悟を決めていたが、宙炭導入後初回作付けから収穫できるようになり、即時収益化につながった。

宙炭散布 初回収穫整備前の圃場
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取り組みのご紹介
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食品・飲料メーカーやJAグループ等と協業し、多数のプロジェクトを推進しています

日本ハム様 兼松様・森永乳業様 サントリー様 農林中央金庫様
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J-クレジット創出活動のご紹介
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取り組みのご紹介
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• 2023年に、J-クレジット方法論「AG004 バイオ炭の農地施用」のプログラム型プロジェクトを登録

• これまでに、約150t-CO2のクレジットを創出し、需要企業に販売

TOWINGのプログラム

J-クレジット事務局

生産者

申請 J-クレジット発行

クレジット
需要企業

J-クレジット

TOWING

プログラム参加

売却益の還元

販売実績
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J-クレジット方法論：AG-004（バイオ炭の農地施用）
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方法論のイメージ

土壌微生物が分解

土壌微生物は分解できない

ベースライン
＝ゼロ

GHG
排出量

バイオ炭施用後

除去分をクレジット化

ベースライン

0

ベースラインは、農地にバイオ炭が施用され
なかった場合の貯留量

「バイオ炭」の定義

燃焼しない水準に管理された酸素濃度の下、350℃超の温度でバイオマスを加熱して作られる固形物

バイオ炭を農地土壌へ施用することで難分解性の炭素を土壌に貯留し、J-クレジットを創出
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J-クレジットの算定式
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クレジット量
(GHG削減価値)

＝ ーバイオ炭によるCO2貯留量
農地に固定されるCO2の量

実施に伴って排出されるCO2量
バイオ炭の運搬時のCO2排出、バイオ炭製造時のCO2排出 など

土壌に投入されたバイオ炭の量（t）× 炭素含有率 × 100年後の炭素残存率 × 44/12
投入後100年間で分解されずに
残る炭素割合

バイオ炭中の
炭素割合

炭素から二酸化炭素への
換算係数
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J-クレジットの算定式
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クレジット量
(GHG削減価値)

＝ ーバイオ炭によるCO2貯留量
農地に固定されるCO2の量

実施に伴って排出されるCO2量
バイオ炭の運搬時のCO2排出、バイオ炭製造時のCO2排出 など

①原料の運搬 ＋   ②バイオ炭の製造     ＋   ③バイオ炭の運搬   ＋  ④バイオ炭の施用

運搬機器からの排出

次の4項目におけるCO2排出量を計算する

トラックからの排出 散布機器からの排出炭化装置での燃料/電力利用に
係る排出
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TOWINGのJ-クレジット創出プログラム
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生産者

宙炭発注

宙炭の製造・販売

プログラム参加同意書

散布実績報告書

申請資料作成＆

代理申請

農地施用

クレジット売却

クレジット

売却益の分配

売却益の一部を

生産者へ還元

バイオ炭の製造

バイオ炭の品質証明書
バイオ炭製造者
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TOWING産クレジットの3つの特徴

15

生産者の支援高品質クレジット 地産地消による地域貢献

• クレジット売却益の一部を
生産者へ還元

• クレジット購入を通じて
全国の生産者の所得向上に貢献

• バイオ炭クレジットは、
大気中のCO2を直接減らす
除去系クレジットに該当

• 省エネ設備をはじめとした
削減系クレジットより高品質

• 全国のプロジェクトから、
ニーズに合致する地域で
創出されたクレジットを販売

• 地域産クレジットの購入で
地域の脱炭素へ貢献
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TOWING産クレジットの3つの特徴
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生産者の支援高品質クレジット 地産地消による地域貢献

• クレジット売却益の一部を
生産者へ還元

• クレジット購入を通じて
全国の生産者の所得向上に貢献

• バイオ炭クレジットは、
大気中のCO2を直接減らす
除去系クレジットに該当

• 省エネ設備をはじめとした
削減系クレジットより高品質

• 全国のプロジェクトから、
ニーズに合致する地域で
創出されたクレジットを販売

• 地域産クレジットの購入で
地域の脱炭素へ貢献
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カーボンクレジットの種類と品質
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吸収・除去系削減系

排出されるCO2量を減らすことのできる技術 大気中のCO2を直接減らすことのできる技術

再エネ発電水田中干し延長
バイオ炭森林管理・植林

実施前 実施後

〇%削減

CO2排出量

実施前 実施後

CO2排出量

CO2除去量

0

CO2を除去
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TOWING産クレジットの3つの特徴
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生産者の支援高品質クレジット 地産地消による地域貢献

• クレジット売却益の一部を
生産者へ還元

• クレジット購入を通じて
全国の生産者の所得向上に貢献

• バイオ炭クレジットは、
大気中のCO2を直接減らす
除去系クレジットに該当

• 省エネ設備をはじめとした
削減系クレジットより高品質

• 全国のプロジェクトから、
ニーズに合致する地域で
創出されたクレジットを販売

• 地域産クレジットの購入で
地域の脱炭素へ貢献
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プロジェクトの目指す姿
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生産者 購入企業

持続可能な農業の
取り組みを支援

CO2削減価値

宙炭 J-クレジット

購入企業と農業現場がお互いを支えあう新しいエンゲージメントの形を実現



生産者 購入企業

持続可能な農業の
取り組みを支援

CO2削減価値

宙炭 J-クレジット

Benefit for Farmers

- 購入企業からの支援金の一部を受け取ることで、宙炭を活用した持続可能な

農業を拡大することができます

- 有力企業が自分たちのチャレンジを支援してくれていることを実感し、

今後も安心して取り組みを継続できます

- 『農業によるCO2削減』が自身の新たな収入源になる成功体験を得ることで

農業による社会貢献のモチベーションが向上します



生産者 購入企業

持続可能な農業の
取り組みを支援

CO2削減価値

宙炭 J-クレジット

Benefit for Company

- 生産者から、宙炭の利用による環境価値をJ-クレジットとして受け取りま

す

- 持続可能な農業・カーボンニュートラル社会の実現に本気で取り組む企業

としての企業姿勢（CSR・ESG）をアピールすることができます

- 生産者が削減したCO2削減量をJ-クレジットとして受け取ることで、自社

の商品やイベントの排出量の相殺に使用することができます

- 2026年から始まるGX推進法の排出量取引制度に向けて、高品質なJ-クレ

ジットを調達することができます
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